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章と Summary からなっている。 
第１章は序論であり，本研究の背景および本論文の構成について述べている。 
 第 2 章では，重量平均分子量（Mw）が 50,000～ 1,400,000 の範囲にある 5 種類の HDPE
について，ずり変形印加後の応力緩和過程でのダンピング挙動をレオメーターを用い
て調べている。これらの HDPE については，Mw だけでなく，分子量分布の広さを表す尺
度としてよく用いられる Mw と数平均分子量（ Mn）との比（Mw/Mn）も既知であり，いず
れの HDPE も分子量分布はかなり広いことがわかっている。まず，鎖一本あたり 50 以
上のからみあいがある系を高度にからみあった高分子系と定義して，からみあいの数
（あるいは，からみあいの程度）とダンピング挙動との関係を調べている。からみあ





第 3 章では，高度にからみあった 4 種類の HDPE 溶融体の一軸伸長停止後の応力緩和
過程でのダンピング挙動について加熱炉のついた引張試験機を用いて調べている。印




































臨界応力は PIB の分子量には依存しないことを明らかにしている。 




































あるものと認める。また，令和 2 年 1 月 15 日，論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行った結果，合格と認めた。 
 
 
